
 

   

“立春”ももうすぐ！ ３月の卒業式に向けて３年生はコサージュ作り！! 
 

１月２３日の早朝から降り始めた雪は四万十市の街並みを冬景色に変え、生徒が登校してくる頃、市内は積

雪で真っ白になりました。登校してきた生徒たちが、グランドで雪合戦をしたり雪だるまを作る様子を見てい

て、本当に子どもは元気だなあと思ったことです。しかし、一部のスクールバスの運行が止まり、学校に登校

できなかった生徒もいて、早く暖かい春がやってこないかなと願う私です。今年の“立春”は２月４日（日）。

少しずつ木々の新しい息吹も感じられるようになります。生徒たちも蓄えた力を発揮できる２月、３月になっ

てほしいと思います。 
 

さて、今年度の卒業式は３月１３日です。１５７名の生徒がそ

れぞれの進路を選択し、旅立っていきます。その卒業式では、毎

年、卒業生の胸にリボンが飾られますが、今年は保護者の方の提

案で、生徒自身が手作りしたひのきのコサージュをつけてはどう

かということになり、３年生自身が自分のコサージュ作りに挑戦

しました。生徒も一人一人が一生懸命に作っていました。新聞や

報道機関が数社取材に来ていましたので、その様子は報道もされ

ていました。３年生は、卒業式を迎えるまで、あと１か月少々です。それまでの期間に

公立高校の入試もありますので、緊張感のある学校生活を送ることと思いますが、ぜひ

努力をして、いい卒業式を迎えられるようにしてほしいと思います。 

素敵な企画を提案してくれて、終日、指導に来ていただいた保護者の皆様、本当にあ

りがとうございました。 

※２月５日夕方から保護者の方に仕上げをしてもらいます。お世話になります！ 

 

新生徒会も頑張ってます！ ～学校説明・動画コンテスト～ 
 

２年生が中心となった生徒会執行部の活躍を二つ紹介します。 

一つ目は、大用小・下田小への学校説明です。来年度、正式に大用中、

下田中が本校に統合となりますので、新たに校区となる大用小・下田小

の６年生には生徒自身が学校の説明をしよう！ということで、それぞれ

の学校に出向いて生徒からの学校説明を行いました。生徒自身が伝える

学校の様子や動画を用いての行事の説明、また、６年生の子どもから出

される質問に答える様子は、とてもほのぼのとしていました。もちろん、６年生からも大好評！小規模校から入

学する生徒の中には、学校環境の変化に不安を持つ人がいるかもしれませんが、多くの仲間と学び生活するこ

とで、刺激を受け自分自身を成長させることができるとも思います。楽しい先輩方が心から待っています！ 

二つ目は、小・中学校デジタル作品コンクール（動画部門）最終審査への出場です。これは、高知県教育委員会が

主催する事業に、生徒が作成した９０秒の動画を応募していました。最終審査に残った中学校は、県下で３校。その

中の１校に本校も入ることができました。２月１０日に高知で動画制作の意図や工夫点を５分間でプレゼンテーショ

ンすることになりましたが、聴いてくれる相手を意識し、自分たちの作成の想いをしっかり伝えられるプレゼンをして

くれることを期待しています。また、執行部の動画制作に協力してくれた２年生の堀川くんにも出場してもらうこ

ととしています。頑張ってきてください。 

 

 

 
 

校訓 『高く 大きく 美しく』            

教育目標 

「誇り高く 夢大きく こころ美しく 
   よりよい社会を創ろうとする生徒の育成」 
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インフルエンザで欠席する生徒の連絡が多くなっています。３年生の一部の学級では、２月２日(金)を

学級閉鎖としました。マスク着用や手洗いなどできる対応をとり、感染防止に努めてください。 


